






















































(American Mathematical Society)、IOP(Institute of Physics)など限定されたもの
であるが、今後接続環境を整備してさらに取組みを強化する予定である。また
昨年実施したFirstSearchサービスのトライアルに続き、今年度も各研究室を中
心にサービス提供をしている。利用実績をみるとデータベースの豊富なせいも
あるが自然科学系の利用は多く、さらに利用が増加していくのではと予想して
いる。上記に述べたような電子媒体資料の利用による反響はレファレンスカウ
ンターに与せられた資料の複写取寄せ件数の増加にあらわれている。
学生読書室の利用環境整備のため、 6月から旧新聞閲覧室を情報閲覧室とあ
らため、理工学部より提供された端末14台を設置し、図書情報 (WINE)や
WWW情報の閲覧専用端末として利用に供している。時間によ っては順番待ち
になるほどの利用状況となっている。
1987年に開館した所沢図書館は今年、節目にあたる 10年目を迎えた。この10
年1:1]、早稲田大学図書館群の中でのーキャンパス図書館としてその役割を十分
に果たしてきた。21世紀を迎える次なる10年間をさらに利用者から喜ばれる図
書館にするため、 1996年度をそのための基盤がための 1年間と位置づけ、業務
にあたった。
まず、研究 ・教育 ・学宵において、図書館がより身近なものとなるよう利用
指導 ・広報活動の活性化に力を入れた。初の試みとして、新一年生全員を対象
に教養演習の授業時間を借り、図書館の施設案内、利用方法の概要説明、 WINE
の検索指導等を 4-5月中に行った。また、年聞を通してゼミ単位での情報検
索指導、個人単位の目的別検索指導等を実施した。各種広報については掲示物
に加え、 WWWホームページ上での案内もいくつか行った。
ますます情報化が進む中、その進展に対応したより高度な情報検索サービス
を可能にさせるための一手段として、所沢キャンパスのシステム環境を利用し
CD-ROMのネットワーク利用を定着させた。利用頻度の高い 6種類のCD-
ROMについて、これまで図書館内での利用に限定されていたものを、研究室等
からも 24時間利用できるようにした。ネットワーク利用のlogin数は月に 1千余
を数え、利用者から大変好評を得ている。
予算・施設等の面から蔵書数に限界のある図書館にと って、 ILL(図書館相互
協力)の利用は今後間違いなく増加の一途をたどるであろう 。ILL業務をより効
率的に行うため、学内で初めて文部省学術情報センター (NACSIS)によるILL
が利用できるよう環境を整え、 1997年度から実施できるようにした。
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